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と う わ

何 事 も 思 い や り を 持 っ て 対 応 し ま す ！

『鍼パルス実技研修会』を開催しました
藤和マッサージ相模原院主催

4/25月曜に相模原院にて実技研修会
が開催されました。今回は鍼のパルス
を使った実技研修を行いました。初め
てパルス治療器の施術を受けた人も
おり、大変有意義なものとなりました。

ご家族様へ、挨拶・ご説明の電話連絡
施設入居者様がマッサージを開始する際は

ご家族様にも安心して受けて頂け
るよう、開始の際には挨拶とご説
明の電話連絡しております！

施設入居者様や、自宅独居の患者様が開始する際は、

をしております

特に、認知症や意思疎通が難しい患者様のご家族様にも安心して受けて頂けるよう対応します。
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町田市訪問マッサージ連絡会

同業他社が集まり、第１回技術研修会が開催されました

研修会の前に行われた会合では
６月に行われる総会についての話
がありました。

訪問マッサージ治療院６社から19名ほどの参加者が集ま
り、技術研修会が開催されました。皆さん大変真剣に取り
組み、普段他社の施術者と交流する機会はないので、大
変貴重で勉強となる時間となりました。

指定された部位を同じ条件でお
互いに受け合い、感想を言い合う
形となり、議論は白熱しました。

メンバーが海老名市・厚木市出身の
「いきものがかり」。いきものがかりは今年、
メジャーデビュー 10周年を記念して、
８月・９月にゆかりある両市で凱旋ライブを行います。

『広報えびな』平成28年4月1日号では、いきものがか
りの３人が海老名市役所を訪れ、市長を表敬訪問
した様子をお伝えしています。

【広報えびな4月1日号】

http://www.city.ebina.kanagawa.jp/www/contents/14579136
04222/index.html

いきものがかり

『広報えびな』4月1日号より抜粋



◎医療・介護関連ニュース◎

無料体験マッサージ、いつでもお気軽にどうぞ

【医療保険適応 訪問マッサージ・はりきゅう】発行元

路上喫煙過料の３割弱が未納…時効５年、督促続ける
（ 2016年4月8日読売新聞）

相模原院☎042-855-0420  相模原市南区南台4-13-23-1階

町田院 ☎042-851-7528 町田市森野4‐17‐23-2階-B

海老名院☎046-204-5482 海老名市中央3-3-13-202

と う わ

後期高齢者の保健指導、「メタボ」より「虚弱」が重要…厚労省
（2016年4月13日読売新聞）

後期高齢者の保健指導にとって最重要なのは「虚弱（フレイル）」対策とする提言を、厚生労働省研究班（班長
＝鈴木隆雄・国立長寿医療研究センター理事長特任補佐）が１２日、発表した。
同省は、有識者検討会で具体策を練り、２０１８年度から全国展開を目指す。

現役世代の健康対策としては、「メタボリックシンドローム」（内臓脂肪症候群）など肥満対策が重視されている
が、研究班は、７５歳以上の後期高齢者に着目。国内の高齢医学分野の研究を複数分析したところ、肥満より
も、栄養不足に伴って体力、認知機能などが低下する「虚弱」の深刻さが浮かび上がった。介護が必要になる
要因を見ると、虚弱関連が５割超で脳卒中など生活習慣病関連の３割より多かった。７５歳以上になると、食べ
る力が衰え、体力や認知機能が低下し、行動範囲も狭まりがちなことも指摘。提言では、後期高齢者向けの保
健指導として、虚弱状態のチェックリストの作成や、栄養士などによる訪問指導などの対策を挙げた。

千葉市が２０１１年に施行した「路上喫煙・ポイ捨て防止条例」で、本来徴収されるべき違反者に対する過料１８
８７万円のうち、３割弱の５０５万円が未納となっていることが７日、市のまとめでわかった。
市廃棄物対策課によると、過料件数は１１年度が２１４８件。ピークの１２年度は２８１４件となり、１１～１５年度
の総計は９４３５件に上った。うち支払いに応じていないのは２７％の２５２５件。同課は督促状を年２回送付し
ているほか、電話で督促も行っている。

包括監査を担当した公認会計士は、差し押さえを行う必要性にも言及した。だが、１件当たり２０００円以上の
経費がかかる可能性もあり、同課の担当者は「差し押さえは現実的には難しい」としている。地方自治法では、
過料の請求権の時効が５年と定められており、今夏にも一部が時効を迎える。

認知症患者の運転、どう対応…マニュアル改訂
（ 2016年4月15日読売新聞）

国立長寿医療研究センターは、「認知症高齢者の自動車運転を考える家族介護者のための支援マニュアル」
改訂版を公開した。
アルツハイマー病や血管性認知症など、認知症のタイプ別の運転行動の特徴や、家族がどのように接したら
認知症患者に運転を考え直してもらえるか、対応が難しい場合の相談窓口などについてまとめたもので、改訂
は６年ぶり。レビー小体型認知症についての記載や、免許の自主返納制度の変更点などを書き加えた。作成
にあたった同センターの荒井由美子・長寿政策科学研究部長は「これまでに１３万部を超える利用があり、マ
ニュアルを使ったご家族からの要望に対応した」と話している。


